
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　矩形状の床の少なくとも１辺に壁が立設され、この壁に向かって上がる第一階段と、第
一階段に続く壁近傍に設けられた回り部分と、この回り部分に続き、第一階段と反対方向
に向かって上がる第二階段と、第一階段と第二階段との間に設けられた仕切り壁とからな
る階段を備えた階段付き建物ユニット
であって、

前記仕切り壁は、
第一階段の上がり口の床に連結されると共に

前記壁に着脱自在な支持材を介して連結さ
れていることを特徴とする 。
【請求項２】
　 の 仕切り壁の回り部分の下側を水
平方向に延長した架設部材で

前記壁に取り外し可能に連結され 仕切り壁から切り取り可能
になされていることを特徴とする 。
【請求項３】
　矩形状の床の少なくとも１辺に壁が立設され、この壁に向かって上がる第一階段と、第
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が下階及び上階にそれぞれ設けられたユニット建物
上階の前記階段付き建物ユニットは、その前記階段の位置が下階の前記階段付

き建物ユニットの前記階段の位置と平面視でほぼ同じ位置になるように前記下階の階段付
き建物ユニット上に据え付けられ、前記上階の階段付き建物ユニットに設けられた前記階
段の その前記壁側と反対側に位置する一方の側縁部で前記上階の階段付
き建物ユニットの 、前記壁側に位置する他方
の側縁部で前記上階の階段付き建物ユニットの

ユニット建物

前記支持材は、前記上階の階段付き建物ユニット 前記
あり、該架設部材の先端は、前記上階の階段付き建物ユニッ

トの 、前記架設部材は、前記
請求項１に記載のユニット建物



一階段に続く壁近傍に設けられた回り部分と、この回り部分に続き、第一階段と反対方向
に向かって上がる第二階段と、第一階段と第二階段との間に設けられた仕切り壁とからな
る階段を備えた階段付き建物ユニットであって、前記仕切り壁には下端部に取付治具が取
り外し可能に取り付けられ、この取付治具の一方が第一階段の上がり口の床に、他方が前
記壁に、それぞれ取り外し可能に連結されていることを特徴とする階段付き建物ユニット
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、１階の階段付き建物ユニットと２階の階段付き建物ユニットとを、階段部分を
平面視でほぼ同じ位置にして据え付けた３階建てユニット建物に使用される２階の階段付
き建物ユニットに好適な階段付き建物ユニットに関する。
特に、枠組壁工法の３階建てユニット建物に好適な階段付き建物ユニットに関する。
【０００２】
【従来の技術】
３階建ての建物は、宅地の狭い場所で広い居住面積を得ることができるので、最近注目さ
れ、多く建てられている。
この３階建ての建物では、間取りをし易く、しかも、昇降し易くするために、１階の階段
部分と２階の階段部分とを平面視でほぼ同一位置にして、設けることが多い。
【０００３】
一方、ユニット建物は、運搬可能な一定の大きさの箱形の、且つ、内部、外部の仕上げら
れた建物ユニットを、予め、工場で製造し、この建物ユニットの複数個を施工現場に運搬
し、施工現場で組み立てて建物となすもので、現場施工期間が短く、且つ、寸法精度の良
い標準化された建物となる特徴があることから広く採用されている。
このユニット建物に使用する建物ユニットとしては、鉄骨や木材をラーメン構造に組み立
てたラーメン構造の建物ユニットと、枠に壁材や床材を取り付けた壁パネルや床パネルを
組み立てた枠組壁工法の建物ユニットの２種類が多く採用されている。
【０００４】
鉄骨をラーメン構造に組み立てた建物ユニットの代表的なものは、特公昭６２－６２２２
４号公報に記載あるように、方形の四隅に配置された４本の鋼製の柱と、４本の柱の下端
部を辺に沿って連結する４本の鋼製の床梁と、４本の柱の上端部を辺に沿って連結する４
本の鋼製の天井梁をラーメン構造に組み立てた骨格を有し、この骨格の相対する床梁に鋼
製の床小梁を差し渡し、この床小梁の上に木製の床根太を取り付け、この床根太の上に床
材を取り付けて床を形成し、相対する天井梁に木製の天井野縁を差し渡し、この天井野縁
の下面に天井材を取り付けて天井を形成し、壁を設ける場所には、天井梁と床梁との間に
間柱を取り付け、この間柱の屋外側に外壁を、又、屋内側に内壁を取り付け、この内壁と
外壁との間に断熱材を取り付けて壁を形成したものである。
【０００５】
枠組壁工法の建物ユニットの代表的なものは、特公昭５８－３０９７８号公報、特開昭６
１－２０４４４３号公報に記載あるように、木造の枠を有する壁パネルや床パネルを製造
し、この床パネルと壁パネルを箱形に組み立てたものである。尚、上階の建物ユニットに
は、床パネルの下方に下階の天井パネルを取り付け、この上階の建物ユニットを下階の建
物ユニットの上に据え付けるだけで、下階の天井を形成するようにしたものが多い。
【０００６】
このユニット建物でも、３階建てのユニット建物が次第に多くなっている。
そして、このユニット建物では、現場施工工数を少なくするために、予め、工場で建物ユ
ニットの中に階段を取り付けた階段付き建物ユニットを製造し、これを、施工現場に運搬
し、施工現場で据え付け、仕上げを行うだけで階段を設けるようにしたものが多い。
【０００７】
かかる階段付き建物ユニットとしては、特開平５－９８７０７号公報、特開平７－７６８
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７６号公報に記載あるように、ほぼ一直線状の階段を備えた階段付き建物ユニットや、実
公平４－１３３１０号公報に記載あるように、壁に向かって上がる第一階段と、この第一
階段に続く壁近傍に設けられた踊り場の回り部と、この回り部に続き、第一階段と反対方
向に向かって上がる第二階段と、この第一階段と第二階段との間に設けられた仕切り壁と
からなる階段（以後Ｕ字形階段と称する）を備えた階段付き建物ユニットや、特公平３－
５０８５０号公報に記載あるように、前記Ｕ字形階段の踊り場に替わり回り部が回転しな
がら昇るようになっている階段（以後回り階段と称する）を備えた階段付き建物ユニット
等がある。
特に、Ｕ字形階段や回り階段は、階段部分を１つの建物ユニットの中にコンパクトに納め
ることができるので、ユニット建物で多く採用されている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、この３階建てのユニット建物では、通常の建物と同様に、間取りをし易く、しか
も、昇降し易くするために、Ｕ字形階段や曲がり階段を備えた１階の階段付き建物ユニッ
トと２階の階段付き建物ユニットとを階段部分を平面視でほぼ同じ位置にして、据え付け
て建物とする場合には、困難な問題が生ずる。
即ち、１階の階段を通って２階に昇降する人が通れるように、１階の天井と２階の床の階
段部分を切欠している。又、２階の階段を通って３階に昇降する人が通れるように、２階
の天井と３階の床の階段部分を切欠している。即ち、１階と３階の間にある２階の階段付
き建物ユニットの階段部分には床や天井がない。
【０００９】
従って、２階の階段付き建物ユニット単独のときには、第一階段と第二階段との間にある
仕切り壁の上がり口側では床や天井に取り付けることができるが、仕切り壁の壁側では壁
と仕切り壁の間は階段があって、昇降の通路となっているし、上下の床や天井がないため
に、この仕切り壁の壁側をどこにも取り付ける付けることができず、この部分が宙づりに
なる。そして、この仕切り壁の壁側を宙づりとし、仕切り壁の室内側を上がり口や出口の
床や天井に取り付けて支えようとしても、間仕切り壁は重いので、仕切り壁を支えること
が困難である。
【００１０】
特に、前記公報記載の枠組壁工法では天井が設けられてないので、この仕切り壁を上がり
口の床部分だけで支える必要があるため、ほとんど不可能に近い。
このような構造になっているので、２階の階段付き建物ユニットを単独で運搬したり保管
することができないという問題がある。
尚、この１階の階段付き建物ユニットの上に２階の階段付き建物ユニットを据えた後では
、１階の階段付き建物ユニットの仕切り壁の上に２階の階段付き建物ユニットの仕切り壁
が接続されるので支障がなく、前記問題は階段付き建物ユニットだけのときの問題である
。
【００１１】
　そこで、本発明の目的は、Ｕ字形階段や回り階段であって、第一階段と第二階段との間
に仕切り壁を設けても、単独で保管したり運搬することのできる階段付き建物ユニット

を提供することである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　本発明は上記目的を達成するためになしたものであって、請求項１記載の発明は、矩形
状の床の少なくとも１辺に壁が立設され、この壁に向かって上がる第一階段と、第一階段
に続く壁近傍に設けられた回り部分と、この回り部分に続き、第一階段と反対方向に向か
って上がる第二階段と、第一階段と第二階段との間に設けられた仕切り壁とからなる階段
を備えた階段付き建物ユニット であっ
て、
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及
びユニット建物

が下階及び上階にそれぞれ設けられたユニット建物
上階の前記階段付き建物ユニットは、その前記階段の位置が下階の前記階段付き建物

ユニットの前記階段の位置と平面視でほぼ同じ位置になるように前記下階の階段付き建物



前
記仕切り壁は、

第一階段の上がり口の床に連結されると共に
前記壁に着脱自在な支持材を介して連結されてい

るものである。
【００１３】
この請求項１記載の発明では、仕切り壁が第一階段の上がり口の床に連結されているが、
この仕切り壁を請求項２記載のように直接上がり口の床に連結してもよいし、連結材を介
して連結してもよい。又、この仕切り壁は着脱自在な支持材を介して上がり口の床と壁と
に連結されているが、この支持材としては種々なものがある。例えば、請求項２記載のよ
うに仕切り壁を延長したものでもよいし、仕切り壁と別の例えば金属製の連結材でもよい
。特に、仕切り壁を上がり口の床に連結材を介して連結したり、壁に連結材を介して取り
付ける場合には、請求項３記載のように、この両方の連結材を一体にした取付治具とする
と便利である。
【００１４】
　即ち、請求項２記載の発明は、

の 仕切り壁の回り部分の下側を水平方向に延長した架設部
材で 前記壁に取り外し可
能に連結され 仕切り壁から切り取り可能になされているものであ
る。
【００１５】
又、請求項３記載の発明は、矩形状の床の少なくとも１辺に壁が立設され、この壁に向か
って上がる第一階段と、第一階段に続く壁近傍に設けられた回り部分と、この回り部分に
続き、第一階段と反対方向に向かって上がる第二階段と、第一階段と第二階段との間に設
けられた仕切り壁とからなる階段を備えた階段付き建物ユニットであって、前記仕切り壁
には下端部に取付治具が取り外し可能に取り付けられ、この取付治具の一方が第一階段の
上がり口の床に、他方が前記壁に、それぞれ取り外し可能に連結されているものである。
【００１６】
本発明では、階段が壁に向かって上がる第一階段と、第一階段に続く壁近傍に設けられた
回り部分と、この回り部分に続き、第一階段と反対方向に向かって上がる第二階段と、第
一階段と第二階段との間に設けられた仕切り壁とからなるが、この階段は、回り部分が階
段になっている回り階段であってもよいし、又、回り部分が踊り場になっているＵ字形階
段であってもよい。
【００１７】
（作用）
請求項１記載の発明では、仕切り壁は、第一階段の上がり口の床に連結されると共に壁に
支持材を介して連結されている構造になっているから、この壁に向かって上がる第一階段
と、第一階段に続く壁近傍に設けられた回り部分と、この回り部分に続き、第一階段と反
対方向に向かって上がる第二階段と、第一階段と第二階段との間に設けられた仕切り壁と
からなる階段を備えた階段付き建物ユニットであっても、この第一階段と第二階段との間
に設けられた仕切り壁は、壁と上がり口の床の両方で支持され安定した状態に取り付けら
れている。従って、単独でも仕切り壁が宙づりになったり倒れることがなく、階段付き建
物ユニットだけでも安全に保管したり運搬することができる。
【００１８】
しかも、この支持材は着脱自在であるから、この階段付き建物ユニットを１階の階段付き
建物ユニットの上に据え付け、１階の仕切り壁の上に２階の仕切り壁を連結した後に、こ
の架設部材を外すと、階段部分に架設部材がなくなり、階段の昇降に支障がなくなる。
【００１９】
請求項２記載の発明では、仕切り壁は、第一階段の上がり口の床に連結され、この仕切り
壁の回り部分の下側を水平方向に延長した架設部材で前記壁に連結されている構造になっ
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ユニット上に据え付けられ、前記上階の階段付き建物ユニットに設けられた前記階段の
その前記壁側と反対側に位置する一方の側縁部で前記上階の階段付き建物

ユニットの 、前記壁側に位置する他方の側縁
部で前記上階の階段付き建物ユニットの

請求項１に記載の発明において、前記支持材は、前記上
階の階段付き建物ユニット 前記

あり、該架設部材の先端は、前記上階の階段付き建物ユニットの
、前記架設部材は、前記



ているから、この壁に向かって上がる第一階段と、第一階段に続く壁近傍に設けられた回
り部分と、この回り部分に続き、第一階段と反対方向に向かって上がる第二階段と、第一
階段と第二階段との間に設けられた仕切り壁とからなる階段を備えた階段付き建物ユニッ
トであっても、この第一階段と第二階段との間に設けられた仕切り壁は、壁側が架設部材
を介して壁に連結され、上がり口側が第一階段の上がり口の床に連結されるというように
両側が取り付けられて、安定した状態になっている。従って、単独でも仕切り壁が宙づり
になったり倒れることがなく、階段付き建物ユニットだけでも安全に保管したり運搬する
ことができる。
【００２０】
しかも、この架設部材は壁に取り外し可能に連結され、仕切り壁から切り取り可能になっ
ているから、この階段付き建物ユニットを１階の階段付き建物ユニットの上に据え付け、
１階の仕切り壁の上に２階の仕切り壁を連結した後に、この架設部材を壁から取り外した
り仕切り壁から切り取ると、階段部分に仕切り壁がなくなり、階段の昇降に支障がなくな
る。
【００２１】
請求項３記載の発明では、仕切り壁には下端部に取付治具が取り付けられ、この取付治具
の一方が第一階段の上がり口の床に、他方が壁に連結されている構造になっているから、
この壁に向かって上がる第一階段と、第一階段に続く壁近傍に設けられた回り部分と、こ
の回り部分に続き、第一階段と反対方向に向かって上がる第二階段と、第一階段と第二階
段との間に設けられた仕切り壁とからなる階段を備えた階段付き建物ユニットであっても
、この第一階段と第二階段との間に設けられた仕切り壁は、取付治具を介して、第一階段
の上り口の床と壁とに連結され、安定した状態に取り付けられる。従って、単独でも仕切
り壁が宙づりになったり倒れることがなく、この階段付き建物ユニッだけでも安全に保管
したり運搬することができる。
【００２２】
しかも、この取付治具は仕切り壁、床、壁から取り外し可能になっているから、この階段
付き建物ユニットを１階の階段付き建物ユニットと上に据え付け、１階の仕切り壁の上に
２階の仕切り壁を連結した後に、取付治具を壁、床、壁から外すと、階段の昇降に支障が
なくなる。
【００２３】
【発明の実施の形態】
次に、本発明の実施の形態を実施例で示す。
（実施例１）
図１～図４は本発明の階段付き建物ユニットを枠組壁工法の３階建てユニット建物に適用
した一実施例を示すもので、図１はユニット建物の一部切欠斜視図、図２は２階の階段付
き建物ユニットの斜視図、図３は仕切り壁の取付構造を見易くするために、仕切り壁を残
して階段を外し、手前の壁パネルと仕切り壁の一部を切欠した状態の２階の階段付き建物
ユニットを背後から見た一部切欠斜視図、図４は建物ユニットの一部切欠斜視図である。
【００２４】
図１～図４において、Ｕは３階建てユニット建物であり、この３階建てユニット建物Ｕは
、図１に示すように、基礎９の上に５個の１階の建物ユニット１と、１個の１階の階段付
き建物ユニット２が据え付けられ、この１階の５個の建物ユニット１の上にそれぞれ２階
の建物ユニット１が据え付けられ、１階の階段付き建物ユニット２の上に２階の階段付き
建物ユニット３が、階段部分を平面視でほぼ同じ位置にして据え付けられ、２階の５個の
建物ユニット１の上にそれぞれ３階の建物ユニット１が据え付けられ、２階の階段付き建
物ユニット３の上に３階の階段上建物ユニット４が据え付けられ、この３階の建物ユニッ
ト１と３階の階段上建物ユニット４との上に屋根ユニット５が取り付けられたものである
。
【００２５】
１階の建物ユニット１は、図４に示すように、矩形状の床パネル１１と、この床パネル１
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１の相対する短辺と長辺の３辺に立設された壁パネル１２とからなる。
床パネル１１は木材を矩形状に組み立てた枠１１１と、この枠１１１の中に差し渡された
木製の桟材１１２と、この上面に設けられたパーチクルボードの床材１１３とからなる。
壁パネル１２は木材を矩形状に組み立てた枠１２１と、この枠１２１の中に差し渡された
木製の桟材１２２と、この両側面に取り付けられた石膏ボード等の内壁材または硬質木片
セメント板等の外壁材１２３とからなる。
【００２６】
２階の建物ユニット１と３階の建物ユニット１は、１階の建物ユニットとほぼ同じ構造を
しているが、床パネル１１の下方に、下階の建物ユニット１の図示しない天井パネルが取
り付けられている場合がある。この場合には、この２階の建物ユニット１を１階の建物ユ
ニット１の上に据え付けると、この２階建物ユニット１の天井パネルが１階の天井になり
、３階の建物ユニット１を２階の建物ユニット１の上に据え付けると、この３階の建物ユ
ニットの天井パネルが２階の天井となる。尚、天井パネルが取り付けられてない場合には
、建物ユニット１を据え付けた後に天井材を取り付ければよい。
【００２７】
２階の階段付き建物ユニット３を建物ユニット１と比較すると、２階の階段付き建物ユニ
ット３は、図２～図４に示すように、矩形状の床パネル３１と、この床パネル３１の相対
する短辺と長辺の３辺に立設された壁パネル３２とからなることはほぼ同じであるが、床
パネル３１の一部が切り取られ（この床パネル３１の下方に下階の天井パネルがある場合
には、この天井パネルも同時に切り取られ）た切欠部３５が設けられ、この切欠部３５に
階段６が設けられていることが異なる。
【００２８】
階段６は、上がり口からこの壁パネル３２に向かって上がる第一階段６１と、第一階段に
続く壁近傍に設けられた回り部分６２と、この回り部分６２に続き、第一階段６１と反対
方向に向かって上がる第二階段６３と、第一階段６１と第二階段６３との間に設けられた
仕切り壁６４とからなる。
この階段６は、回り部分６２にも階段が設けられている回り階段である。
そして、仕切り壁６４は、図３に示すように、木材を矩形状に組み立てた枠６４１と、こ
の枠６４１の中に差し渡された木製の桟材６４２と、この両側面に取り付けられた石膏ボ
ード等の内壁材６４３とからなる。
【００２９】
架設部材７は、図３に示すように、回り部分６２の下側にある仕切り壁６４の枠６４１を
水平方向に延長してほぼ矩形状に組み立てた枠７１とこの枠７１の内部に設けた桟材７２
とからなる。即ち、この仕切り壁６４の回り部分の下側を壁パネル３２方向に水平方向に
延長したものである。そして、この架設部材７の先端は壁パネル３２にビス等で取り外し
可能に連結され、この架設部材７の仕切り壁６４と枠７１との境界が切り取り可能になっ
ている。
【００３０】
この２階の階段付き建物ユニット３は、図１に示すように、１階の階段付き建物ユニット
２の上に、平面視で階段部分をほぼ同じ位置にして据え付けられ、この２階の階段付き建
物ユニット３の上に階段上建物ユニット４が、平面視で階段部分をほぼ同じにして据え付
けられている。
【００３１】
この２階の階段付き建物ユット３の下に据え付けられる１階の階段付き建物ユニット２を
２階の階段付き建物ユニット３と比較すると、床パネルが切り取られてないこと、架設部
材が設けられてないことが異なる。即ち、１階の階段付き建物ユニット２の階段の下側は
昇降に関係ないので、１階の階段付き建物ユニット２には床パネルを切り取る必要がない
のである。従って、架設部材を設けなくとも、仕切り壁が床パネルの上に強固に立設させ
ることができる。尚、このように床パネルが切欠されてないので、この部分を収納スペー
スとして使用してもよい。
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【００３２】
又、２階の階段付き建物ユニット３の上に据え付けられる３階の階段上建物ユニット４は
、床パネルの一部が切り取られ（この床パネル３１の下方に２階の天井パネルがある場合
には、この天井パネルも同時に切り取られ）、この部分が階段部分となっている。
【００３３】
そして、この階段部分を平面視でほぼ同じ位置にして、２階の階段付き建物ユニット３の
上に３階の階段上建物ユニット４を据え付けると、この床パネルの切り取られた階段部分
を通って、２階の階段付き建物ユニット３の階段６を昇降できるようになっている。
屋根ユニット５は従来とほぼ同じであるので説明を省略する。
【００３４】
次に、この３階建てユニット建物の施工方法について説明する。
工場で、建物ユニット１、１階の階段付き建物ユニット２、２階の階段付き建物ユニット
３、３階の階段上建物ユニット４、屋根ユニット５等を製造する。
この建物ユニット１、１階の階段付き建物ユニット２、２階の階段付き建物ユニット３、
３階の階段上建物ユニット４、屋根ユニット５等を一時保管したり、施工現場に運搬する
。
【００３５】
この際、２階の階段付き建物ユニット３では、第一階段６１と第二階段６３との間に設け
られた仕切り壁６４が、壁側が架設部材７を介して壁パネル３２に連結され、上がり口側
が第一階段６１の上がり口の床パネル３１に連結されるというように両側が取り付けられ
、安定した状態になっている。従って、２階の階段付き建物ユニット３の単独でも仕切り
壁６４が宙づりになったり倒れることがない。従って、階段付き建物ユニット３のみでも
安全に保管したり運搬することができる。
【００３６】
施工現場では、予め、設けられている基礎９の上に５個の１階の建物ユニット１と、１個
の１階の階段付き建物ユニット２を据え付け、この１階の５個の建物ユニット１の上にそ
れぞれ２階の建物ユニット１を据え付け、１階の階段付き建物ユニット２の上に２階の階
段付き建物ユニット３を、階段部分を平面視でほぼ同じ位置にして据え付け、２階の５個
の建物ユニット１の上にそれぞれ３階の建物ユニット１を据え付け、２階の階段付き建物
ユニット３の上に３階の階段上建物ユニット４を据え付け、この３階の建物ユニット１と
３階の階段上建物ユニット４との上に屋根ユニット５を取り付け、１階の階段付き建物ユ
ニット２の仕切り壁と２階の階段付き建物ユニット３の仕切り壁６４を連結した後、２階
の階段付き建物ユニット３の架設部材７を取り除く。
【００３７】
この際、架設部材７は、仕切り壁６４から切り取り可能になっているし、壁から取り外す
ことができるようになっているので簡単に架設部材７を取り除くことができる。
このように架設部材７を取り除くと、この階段部分に架設部材７がなくなるので１階の階
段付き建物ユニット２の階段から２階の階段付き建物ユニット３に支障なく昇降すること
ができるようになる。
その他、種々な仕上げを行うとユニット建物Ｕが完成する。
【００３８】
（実施例２）
図５および図６は本発明の他の実施例を示すもので、図５は仕切り壁の取付構造を見易く
するために、仕切り壁を残して階段を外し、手前の壁パネルの一部を切欠した状態の２階
の階段付き建物ユニットを背後から見た一部切欠斜視図、図６は取付治具を示す斜視図で
ある。
この図５および図６に示す実施例２を図１～図４に示す実施例１と比較すると、架設部材
がなく、仕切り壁６４ａの下端部に取り外し可能に取り付けられた取付治具７ａが床パネ
ル３１ａと壁パネル３２ａとに取り外し可能に連結されていることが異なる。
従って、この取付治具７ａの構造およびこの取付治具７ａを取り付けた仕切り壁６４ａの
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取付構造のみを更に詳細に説明する。
【００３９】
この取付治具７ａは、図６に示すように、厚みほぼ２．３ｍｍ、長さほぼ１９８０ｍｍ、
幅ほぼ８９ｍｍの金属帯状体の本体７４ａと、この本体の両端に長さほぼ１５０ｍｍのほ
ぼ直角に折曲された状態に延設された鍔７５ａとからなる。この本体７４ａ、鍔７５ａに
はそれぞれ通孔７６ａが設けられている。
そして、この取付治具７ａの２個で、図５に示すように、仕切り壁６４ａの下端部を両側
から挟んだ状態にして、取付治具７ａの通孔７６ａを通って仕切り壁６４ａに螺入された
ネジ釘で取付治具７ａが仕切り壁６４ａに取り付けられている。
【００４０】
又、この２個の取付治具７ａの一方の鍔７５ａを壁パネル３２ａに当接させ、鍔７５ａの
通孔７６ａを通って壁パネル３２ａに螺入されたネジ釘で一方の鍔７５ａが壁パネル３２
ａに連結されている。又、この２個の取付治具７ａの他方の鍔７５ａを床パネル３１ａの
端面に当接させ、鍔７５ａの通孔７６ａを通って床パネル３１ａの端面に螺入されたネジ
釘で他方の鍔７５ａが床パネル３１ａに連結されている。
【００４１】
従って、このネジ釘を螺出することにより、取付治具７ａを壁パネル３２ａ、床パネル３
１ａ、仕切り壁６４ａから簡単に取り外すことができるようになっている。
その他の構造は実施例１とほぼ同じであるので説明を省略する。
【００４２】
次に、この３階建てユニット建物の施工方法について説明する。
工場で、建物ユニット、１階の階段付き建物ユニット、２階の階段付き建物ユニット３ａ
、３階の階段上建物ユニット、屋根ユニット等を製造する。
この建物ユニット、１階の階段付き建物ユニット、２階の階段付き建物ユニット３ａ、３
階の階段上建物ユニット、屋根ユニット等を一時保管したり、施工現場に運搬する。
【００４３】
この際、２階の階段付き建物ユニット３ａでは、仕切り壁６４ａが取付治具７ａを介して
壁パネル３２ａと床パネル３１ａとに連結されているから、この第一階段６１ａと第二階
段６３ａとの間に設けられた仕切り壁６４ａは、安定した状態に取り付けられている。従
って、階段付き建物ユニット３ａは、単独でも仕切り壁６４ａが宙づりになったり倒れる
ことがなく、この階段付き建物ユニット３ａだけでも安全に保管したり運搬することがで
きる。
【００４４】
施工現場では、予め、設けられている基礎の上に５個の１階の建物ユニットと、１個の１
階の階段付き建物ユニットを据え付け、この１階の５個の建物ユニットの上にそれぞれ２
階の建物ユニットを据え付け、１階の階段付き建物ユニットの上に２階の階段付き建物ユ
ニット３ａを、階段部分を平面視でほぼ同じ位置にして据え付け、２階の５個の建物ユニ
ットの上にそれぞれ建物ユニットを据え付け、２階の階段付き建物ユニットの上に３階の
階段上建物ユニットを据え付け、この３階の建物ユニットと３階の階段上建物ユニットと
の上に屋根ユニットを取り付け、１階の階段付き建物ユニットの仕切り壁と２階の階段付
き建物ユニット３ａの仕切り壁６４ａを連結した後、２階の階段付き建物ユニット３ａの
取付治具７ａを取り外す。
【００４５】
すると、この階段部分から取付治具７ａがなくなるので、１階の階段付き建物ユニットの
階段から２階の階段付き建物ユニット３ａに支障なく昇降することができる。
その他、種々な仕上げを行うとユニット建物Ｕが完成する。
【００４６】
以上、この発明を枠組壁工法の３階建てユニット建物に適用した実施例を詳述してきたが
、本発明はこの枠組壁工法の３階建てユニット建物に限定されるものでなく、ラーメン構
造の３階建てユニット建物にも適用できるし、その他の３階建てユニット建物にも適用で
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きる。
【００４７】
【発明の効果】
　以上の説明で判るように、請求項１記載の発明は、矩形状の床の少なくとも１辺に壁が
立設され、この壁に向かって上がる第一階段と、第一階段に続く壁近傍に設けられた回り
部分と、この回り部分に続き、第一階段と反対方向に向かって上がる第二階段と、第一階
段と第二階段との間に設けられた仕切り壁とからなる階段を備えた階段付き建物ユニット

であって、

前記仕切り壁は、
第一階段の上がり口

の床に連結されると共に
前記壁に着脱自在な支持材を介して連結されているから、第一階段と第二階段と

の間に設けられた仕切り壁は安定した状態に取り付けられ、階段付き建物ユニットだけで
も安全に保管したり運搬することができるし、又、この階段付き建物ユニットを１階の階
段付き建物ユニットの上に据え付けた後に、この架設部材を外すと、階段の昇降に支障が
なくなる。
【００４８】
　請求項２記載の発明は、 の 仕切り
壁の回り部分の下側を水平方向に延長した架設部材で

前記壁に取り外し可能に連結され 仕
切り壁から切り取り可能になされているから、第一階段と第二階段との間に設けられた仕
切り壁は安定した状態に取り付けられ、階段付き建物ユニットだけでも安全に保管したり
運搬することができるし、又、この階段付き建物ユニットを１階の階段付き建物ユニット
の上に据え付けた後に、この架設部材を切り取ると、階段の昇降に支障がなくなる。
【００４９】
請求項３記載の発明は、矩形状の床の少なくとも１辺に壁が立設され、この壁に向かって
上がる第一階段と、第一階段に続く壁近傍に設けられた回り部分と、この回り部分に続き
、第一階段と反対方向に向かって上がる第二階段と、第一階段と第二階段との間に設けら
れた仕切り壁とからなる階段を備えた階段付き建物ユニットであって、前記仕切り壁には
下端部に取付治具が取り外し可能に取り付けられ、この取付治具の一方が第一階段の上が
り口の床に、他方が前記壁に、それぞれ取り外し可能に連結されているから、第一階段と
第二階段との間に設けられた仕切り壁は安定した状態に取り付けられ、単独でも仕切り壁
が宙づりになったり倒れることがなく、この階段付き建物ユニッだけでも安全に保管した
り運搬することができるし、又、この階段付き建物ユニットを１階の階段付き建物ユニッ
トと上に据え付けた後に、取付治具を壁、床、壁から外すと、階段の昇降に支障がなくな
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の階段付き建物ユニットを枠組壁工法の３階建てユニット建物に適用した
一実施例を示すもので、ユニット建物の一部切欠斜視図である。
【図２】２階の階段付き建物ユニットの斜視図である。
【図３】仕切り壁の取付構造を見易くするために、、仕切り壁を残して階段を外し手前の
壁パネルと仕切り壁の一部を切欠した状態の２階の階段付き建物ユニットを背後から見た
一部切欠斜視図である。
【図４】建物ユニットの一部切欠斜視図である。
【図５】本発明の他の実施例を示すもので、仕切り壁の取付構造を見易くするために、仕
切り壁を残して階段を外し、手前の壁パネルの一部を切欠した状態の２階の階段付き建物
ユニットを背後から見た一部切欠斜視図である。
【図６】取付治具を示す斜視図である。
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が下階及び上階にそれぞれ設けられたユニット建物 上階の前記階段付き建物ユ
ニットは、その前記階段の位置が下階の前記階段付き建物ユニットの前記階段の位置と平
面視でほぼ同じ位置になるように前記下階の階段付き建物ユニット上に据え付けられ、前
記上階の階段付き建物ユニットに設けられた前記階段の その前記壁側と
反対側に位置する一方の側縁部で前記上階の階段付き建物ユニットの

、前記壁側に位置する他方の側縁部で前記上階の階段付き建物ユ
ニットの

前記支持材は、前記上階の階段付き建物ユニット 前記
あり、該架設部材の先端は、前記上

階の階段付き建物ユニットの 、前記架設部材は、前記



【符号の説明】
１　　　　　　　　　建物ユニット
２　　　　　　　　　１階の階段付き建物ユニット
３、３ａ　　　　　　２階の階段付き建物ユニット
３１、３１ａ　　　　床（床パネル）
３２、３２ａ　　　　壁（壁パネル）
６　　　　　　　　　階段
６１　　　　　　　　第一階段
６２　　　　　　　　回り部分
６３　　　　　　　　第二階段
６４、６４ａ　　　　仕切り壁
７　　　　　　　　　架設部材
７ａ　　　　　　　　取付治具

10

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

(11) JP 3999907 B2 2007.10.31


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings

